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１、開催年月日時刻及び場所

  令和６年１２月１７日

自  午前１１時 １分

至  午前１１時１５分

於  本 会 議 場

２、出席委員の氏名

委 員 長 宅島 寿一 君

副 委 員 長 まきやま大和 君

委 員 田中 愛国 君

〃 小林 克敏 君

〃 中山  功 君

〃 溝口芙美雄 君

〃 瀬川 光之 君

〃 外間 雅広 君

〃 堀江ひとみ 君

〃 山田 朋子 君

   〃 浅田ますみ 君

〃 山口 初實 君

〃 川崎 祥司 君

〃 前田 哲也 君

〃 深堀ひろし 君

〃 中島 浩介 君

〃 ごうまなみ 君

〃 松本 洋介 君

〃 吉村  洋 君

〃 近藤 智昭 君

〃 坂本  浩 君

〃 大場 博文 君

〃 宮本 法広 君

〃 中村 一三 君

〃 石本 政弘 君

〃 堤  典子 君

〃 庭 敦子 君

  〃 山下 博史 君

   〃 中村 泰輔 君

   〃 千住 良治 君

   〃 坂口 慎一 君

   〃 清川 久義 君

       〃 鵜瀬 和博 君

   〃 初手 安幸 君

   〃 本多 泰邦 君

   〃 山村 健志 君

       〃 中村 俊介 君

   〃 大倉  聡 君

   〃 大久保堅太 君

  〃 白川 鮎美 君

   〃 冨岡 孝介 君

   〃 湊  亮太 君

   〃 畑島 晃貴 君

   〃 虎島 泰洋 君

３、欠席委員の氏名

委 員 山本 由夫 君

４、委員外出席議員の氏名

な     し

５、県側出席者の氏名

秘書・広報戦略部長 陣野 和弘 君

企 画 部 長 早稲田智仁 君

総 務 部 長 中尾 正英 君

危 機 管 理 部 長 今冨 洋祐 君

地 域 振 興 部 長 小川 雅純 君

地域振興部政策監 渡辺 大祐 君

文化観光国際部長 伊達 良弘 君

    文化観光国際部政策監 村田 利博 君

    県民生活環境部長 大安 哲也 君
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福 祉 保 健 部 長 新田 惇一 君

こども政策局長 浦  亮治 君

産 業 労 働 部 長 宮地 智弘 君

産業労働部政策監 石田 智久 君

水 産 部 長 吉田  誠 君

農 林 部 長 渋谷 隆秀 君

土 木 部 長 中尾 吉宏 君

土 木 部 技 監 植村 公彦 君

教育委員会教育長 前川 謙介 君

会 計 管 理 者 井手美都子 君

選挙管理委員会書記長 楠本 雅一 君

監 査 事 務 局 長 桑宮 直彦 君

人事委員会事務局長

(労働委員会事務局長併任) 田中紀久美 君

議 会 事 務 局 長 中尾美恵子 君

警 務 部 長 中川 正則 君

議会事務局職員出席者

次長兼総務課長 濵口  孝 君

議 事 課 長 佐藤 隆幸 君

議事課課長補佐 永尾 弘之 君

議事課課長補佐 川原 孝行 君

議 事 課 係 長 山口祐一郎 君

会計年度任用職員 天雨千代子 君

６、付議事件の件名

第93号議案

令和6年度長崎県一般会計補正予算（第4号）

第94号議案

令和6年度長崎県港湾施設整備特別会計補正

予算（第1号）

第95号議案

令和6年度長崎県流域下水道事業会計補正予

算（第1号）

報告第17号

令和6年度長崎県一般会計補正予算（第3号）

７、審査の経過次のとおり

― 午前１１時 １分 開会 ―

【宅島委員長】ただいまから、予算決算委員会

を開きます。

なお、山本委員から欠席する旨の届が出てお

りますので、ご了承をお願いいたします。

これより議事に入ります。

まず、今定例会における会議録署名委員を慣

例により、私から指名させていただきます。

会議録署名委員は、山口初實委員、中村一三

委員のご両人にお願いいたします。

それでは、本委員会に付託されました、第93
号議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第

4号）」ほか3件を議題といたします。

これより、各分科会長から 審査結果の報告

を求めます。

まず、総務分科会長の報告を求めます。

石本総務分科会長。

【石本総務分科会長】総務分科会の審査結果に

ついて、ご報告いたします。

本分科会が審査いたしました案件は、第93号

議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第4

号）」のうち関係部分ほか1件であります。

慎重に審査いたしました結果、議案につきま

しては、いずれも異議なく、原案のとおり可決・

承認すべきものと決定されました。

以下、本分科会で論議のありました事項につ

いて、ご報告申し上げます。

地域振興部関係の「選挙費」に関し、「衆議

院議員総選挙等にかかる経費であるが、令和3年

度の同選挙に要した経費と比較すると、増減は

どうであったのか。」との質問に対し、「令和
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３年度の同選挙と比較すると、１億２百万円強

の増加であった。要因としては、物価高騰の影

響や、区割り改定を周知するための経費を計上

したことによるものである。」との答弁があり

ました。

以上で、総務分科会の報告といたします。

委員各位のご賛同をいただきますよう、お願

いいたします。

【宅島委員長】次に、文教厚生分科会長の報告

を求めます。

山下文教厚生分科会長。

【山下住文教厚生分科会長】文教厚生分科会の

審査結果について、ご報告いたします。

本分科会が審査いたしました案件は、第93号

議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第4

号）」のうち関係部分であります。

慎重に審査いたしました結果、議案につきま

しては、異議なく、原案のとおり可決すべきも

のと決定されました。

以下、本分科会で論議のありました事項につ

いて、ご報告申し上げます。

教育委員会関係の「公立高校等奨学給付金」

に関し、「奨学給付金の支給対象者の増加が見

込まれるということであるが、具体的な増加の

理由は。」との質問に対し、「授業料以外の教

育費負担を軽減するため、給付金を支給する事

業であり、住民税所得割額が非課税の世帯、あ

るいは生活保護受給世帯が対象となっている。

本年6月から所得税と個人住民税について定額

減税が適用されており、定額減税後の所得割額

を用いて判定を行った結果、住民税非課税世帯

が増加する見込みであるため、その費用を計上

したものである。」との答弁がありました。

以上で、文教厚生分科会の報告といたします。

委員各位のご賛同をいただきますよう、お願

いいたします。

【宅島委員長】 次に、観光生活建設分科会長の

報告を求めます。

千住観光生活建設分科会長。

【千住観光生活建設分科会長】観光生活建設分

科会の審査結果について、ご報告いたします。

本分科会で審査いたしました案件は、第93号

議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第4

号）」のうち関係部分ほか2件であります。

慎重に審査いたしました結果、議案につきま

しては、いずれも異議なく、原案のとおり可決

すべきものと決定されました。

以下、本分科会で論議のありました主な事項

について、ご報告申し上げます。

第93号議案のうち関係部分について、文化観

光国際部関係の「国際定期航空路線維持・拡大

事業費」に関し、「長崎空港の国際線を利用す

る県民が、パスポートを取得・更新するための

費用の一部を助成するとのことであるが、この

事業のねらいは何か。」との質問に対し、「本

事業は、本県として初の取組であり、そのねら

いは大きく3点ある。1点目に、10月27日からの

大韓航空による長崎ソウル線就航を契機に、よ

り多くの県民に、ソウルを訪れていただくこと。

2点目に、観光だけの往来にとどまらず、幅広い

年代の方に歴史・文化・スポーツ等において、

交流を深めていただくこと。3点目に、アウトバ

ウンドの利用促進を図ることである。本事業を

通し、搭乗率を上げ、国際定期航空路線の安定

運航につなげてまいりたい。」との答弁があり

ました。

これに対し、「1月から3月に長崎空港を発着

する旅行商品等を対象に、300名への助成となっ

ているが、人数の根拠は。」との質問があり、

「コロナ禍前の年間搭乗率を見ると、アウトバ

ウンドにおいては、1月、2月が閑散期であるこ

とから、他の月と同程度の搭乗率まで引き上げ
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るためには、試算で、ソウル線で250席、上海線

で50席の搭乗が必要となり、合計300名と設定し

た。」との答弁がありました。

以上のほか、観光生活建設関係補正予算に関

し、熱心な論議が交わされましたが、その詳細

については、この際、省略させていただきます。

以上で、観光生活建設分科会の報告といたし

ます。

委員各位のご賛同をいただきますよう、お願

いいたします。

【宅島委員長】次に、農水経済分科会長の報告

を求めます。

中村一三農水経済分科会長。

【中村（一）農水経済分科会長】 農水経済分科

会の審査結果について、ご報告いたします。

本分科会が審査いたしました案件は、第93号

議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第4

号）」のうち関係部分であります。

慎重に審査いたしました結果、議案につきま

しては異議なく、原案のとおり可決すべきもの

と決定されました。

以下、本分科会で論議のありました主な事項

について、ご報告申し上げます。

まず、水産部関係の「養殖マグロ赤潮被害緊

急対策事業費」に関し、「足し網の整備が困難

な漁場もあると思われるが、どう対応するのか。

また、漁場の沖合化について、大規模な漁場整

備も視野に入れて、県内各地の養殖業の振興を

図っていくべきではないか。」との質問に対し、

「今回支援する伊万里湾のクロマグロ生産者は、

通常のハマチ等よりも大型の生簀を使用し、中

には金網生簀もあり、鹿児島県等で普及してい

る一般的な足し網の装着が難しいため、最初か

ら通常よりも深い網に入れ替えることで、赤潮

に強い生簀に少しずつシフトする支援を考えて

いる。また、漁場の沖合化について、養殖業の

成長産業化を図るうえで、取り組む必要がある

という声は伺っている。ただ、沖合は漁船漁業

の使用や、船舶航行の支障など、各種問題もあ

るため、まずは各産地において、沖合化に向け、

どのような可能性があるのかなどの検討が進む

よう、これまで以上に後押ししていきたい。そ

の中で、具体的に見えてきた部分について、既

存事業も活用しながら、施設の整備等を進めて

いくことを考えている。」との答弁がありまし

た。

次に、農林部関係の「農地中間管理機構事業

促進対策費」に関し、「担い手への農地の集積・

集約化を促進するための協力金として6,600万円

増額するとのことだが、集積面積は当初計画か

らどれくらい増えるのか。」との質問に対し、

「担い手への農地集積面積は、当初計画から、

190ヘクタール増加し、495ヘクタールとなる。

また、農地の集約化面積は、当初計画から、20

ヘクタール増加し、58ヘクタールとなる。」と

の答弁がありました。

次に、「経営体育成基盤整備費」に関し、「入

札不落により、年度内に適切な工期が確保でき

ないことによる繰越とのことだが、入札不落の

理由はどのようなものか。」との質問に対し、

「平戸市大野地区の基盤整備において、一般競

争入札で一者応札があったものの、契約締結前

に、応札業者が別途受注していた工事の工期延

長により、予定していた技術者を配置できなく

なり、辞退したためである。その後、建設業協

会と意見交換を行ったところ、令和7年1月には

数社が技術者を配置可能とのことであったため、

繰越承認を得て、再度入札を行う予定である。」

との答弁がありました。

以上のほか、農水経済関係補正予算に関し、

熱心な論議が交わされましたが、その詳細につ

いては、この際 省略させていただきます。
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以上で、農水経済分科会の報告といたします。

委員各位のご賛同をいただきますよう、お願

いいたします。

【宅島委員長】以上で、各分科会長の報告が終

了いたしました。

お諮りいたします。

各議案は、質疑、討論を省略し、直ちに採決

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【宅島委員長】 ご異議なしと認めます。

よって、直ちに採決いたします。

まず、第93号議案「令和6年度長崎県一般会計

補正予算（第4号）」について採決いたします。

本議案は、各分科会長報告のとおり 決するこ

とに賛成の委員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

【宅島委員長】 起立多数。

よって、第93号議案は、原案のとおり可決す

べきものと決定されました。

次に、その他の議案について一括して採決い

たします。

各議案は、各分科会長報告のとおり決するこ

とにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【宅島委員長】 ご異議なしと認めます。

よって、議案は、それぞれ、原案のとおり可

決、承認すべきものと決定されました。

以上で、本委員会に付託されました 議案の

審査は終了いたしました。

これをもちまして、予算決算委員会を閉会い

たします。

お疲れさまでした。

― 午前１１時１５分 閉会 ―



予算議案 令和６年度長崎県一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○

令和６年度長崎県港湾施設整備特別会計補正予算（第１号） 〇

令和６年度長崎県流域下水道事業会計補正予算（第１号） 〇

報告議案 令和６年度長崎県一般会計補正予算（第３号） ○

第93号議案

第94号議案

第95号議案

報告第17号

   令和６年１１月定例会 予算決算委員会付託議案一覧表

区　分 議案番号 案 件 名

分科会審査

総務
文教
厚生

観光
生活
建設

農水
経済

－６－



 

 

 

 

 

 

１２ 月 ２０ 日 
 

（ 分 科 会 長 報 告 ・ 採 決 ） 
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１、開催年月日時刻及び場所

  令和６年１２月２０日

自  午前１０時 ０分

至  午前１０時１８分

於  本 会 議 場

２、出席委員の氏名

委 員 長 宅島 寿一 君

副 委 員 長 まきやま大和 君

委 員 田中 愛国 君

〃 小林 克敏 君

〃 中山  功 君

〃 溝口芙美雄 君

〃 瀬川 光之 君

〃 外間 雅広 君

〃 堀江ひとみ 君

〃 山田 朋子 君

   〃 浅田ますみ 君

〃 山口 初實 君

〃 川崎 祥司 君

〃 前田 哲也 君

〃 深堀ひろし 君

〃 中島 浩介 君

〃 松本 洋介 君

〃 吉村  洋 君

〃 近藤 智昭 君

〃 坂本  浩 君

〃 大場 博文 君

〃 宮本 法広 君

〃 中村 一三 君

〃 石本 政弘 君

〃 堤  典子 君

〃 庭 敦子 君

  〃 山下 博史 君

   〃 中村 泰輔 君

   〃 千住 良治 君

   〃 坂口 慎一 君

   〃 清川 久義 君

       〃 鵜瀬 和博 君

   〃 初手 安幸 君

   〃 本多 泰邦 君

   〃 山村 健志 君

       〃 中村 俊介 君

   〃 大倉  聡 君

   〃 大久保堅太 君

  〃 白川 鮎美 君

   〃 冨岡 孝介 君

   〃 湊  亮太 君

   〃 畑島 晃貴 君

   〃 虎島 泰洋 君

３、欠席委員の氏名

委 員 ごうまなみ 君

〃 山本 由夫 君

４、委員外出席議員の氏名

な     し

５、県側出席者の氏名

企 画 部 長 早稲田智仁 君

総 務 部 長 中尾 正英 君

危 機 管 理 部 長 今冨 洋祐 君

地 域 振 興 部 長 小川 雅純 君

    県民生活環境部長 大安 哲也 君

福 祉 保 健 部 長 新田 惇一 君

こども政策局長 浦  亮治 君

産 業 労 働 部 長 宮地 智弘 君

水 産 部 長 吉田  誠 君
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農 林 部 長 渋谷 隆秀 君

土 木 部 長 中尾 吉宏 君

土 木 部 技 監 植村 公彦 君

教育委員会教育長 前川 謙介 君

議会事務局職員出席者

議 会 事 務 局 長 中尾美恵子 君

次長兼総務課長 濵口  孝 君

議 事 課 長 佐藤 隆幸 君

議事課課長補佐 永尾 弘之 君

議事課課長補佐 川原 孝行 君

議 事 課 係 長 山口祐一郎 君

会計年度任用職員 天雨千代子 君

６、付議事件の件名

第117号議案

令和6年度長崎県一般会計補正予算（第5号）

第118号議案

令和6年度長崎県県営林特別会計補正予算

（第1号）

第119号議案

令和6年度長崎県流域下水道事業会計補正予

算（第2号）

７、審査の経過次のとおり

― 午前１０時 ０分 開会 ―

【宅島委員長】ただいまから、予算決算委員会

を開きます。

なお、ごう委員、山本委員から欠席する旨の

届が出ておりますので、ご了承をお願いいたし

ます。

これより議事に入ります。

昨日、本委員会に付託されました、第117号議

案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第5号）」

ほか2件を議題といたします。

これより、各分科会長から審査結果の報告を

求めます。

まず、総務分科会長の報告を求めます。

石本総務分科会長。

【石本総務分科会長】総務分科会の審査結果に

ついて、ご報告いたします。

本分科会が審査いたしました案件は、第117号

議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第5

号）」のうち関係部分であります。

慎重に審査いたしました結果、議案につきま

しては、異議なく、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。

以下、本分科会で論議のありました主な事項

について、ご報告申し上げます。

まず、歳入予算について、総務部関係の「県

債」に関し、「今回の補正予算445億円のうち、

約4割を県債180億円の発行により負担する必要

があるとのことだが、具体的な仕組みは。また、

昨年度と比較してどうか。」との質問に対し、

「今回、180億円の県債発行を予定しているが、

補正予算に伴う地方債は、地方交付税による措

置が、一般的な措置と比較して、非常に有利で

あり、早期に事業が執行できる形となっている。

また、昨年度と比較すると、公共事業費の増加

に伴い、県債も5億円ほど増額している。｣との

答弁がありました。

次に、地域振興部関係の「物価高騰に係る交

通事業者・貨物運送事業者に対する支援」に関

し、「昨年度も同様の支援が行われているが、

今回の支援の目的や内容に違いはあるのか。ま

た、これまでの支援の効果についてどのように

捉えているのか。」との質問に対し、「支援目

的については、これまでの支援と同様であるが、

支援単価に関しては、一部の事業者において運
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賃値上げ等による価格転嫁が行われていること

や、コロナ禍からの利用者数の回復、支援の終

了に向けて段階的に対応していく必要があるこ

となどを踏まえ、昨年度の3分の2程度の支援額

としている。また、効果については、事業継続

支援に取り組み始めた令和2年から、主要な公共

交通機関の事業者数には減少がほぼ見られない

ことから、一定の効果が出ているものと考える。」

との答弁がありました。

これに対し、「事業存続はできているが、運

転士不足を要因とするバスの路線廃止などが進

んでいることから、路線の維持についても、必

要な対策を講じていただきたい。」との意見が

ありました。

以上のほか、総務関係補正予算に関し、熱心

な論議が交わされましたが、その詳細について

は、この際、省略させていただきます。

以上で、総務分科会の報告といたします。

委員各位のご賛同をいただきますよう、お願

いいたします。

【宅島委員長】次に、文教厚生分科会長の報告

を求めます。

山下文教厚生分科会長。

【山下文教厚生分科会長】文教厚生分科会の審

査結果について、ご報告いたします。

本分科会が審査いたしました案件は、第117号

議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第5

号）」のうち関係部分であります。

慎重に審査いたしました結果、議案につきまし

ては、異議なく、原案のとおり可決すべきもの

と決定されました。

以下、本分科会で論議のありました主な事項

について、ご報告申し上げます。

総務部関係の「私立学校施設等に対する物価

高騰対策支援」に関し、「支援を受けるにあた

って、各学校の手続きはどのようになるのか。」

との質問に対し、「今回の経済対策補正の趣旨

を鑑み、可能な限り早く支援を行う必要がある

ため、各学校の申請手続きの負担を軽くし、県

の審査も迅速に行うように考えており、区分方

式での支援としている。各学校においては、自

分の学校の生徒数がどの区分になるか確認すれ

ば、比較的簡単に申請ができることとなってい

る。」との答弁がありました。

これに関連し、「各学校の申請手続きの負担

を軽くすることは大事な視点であるが、スケジ

ュール感はどのように考えているか。」との質

問に対し、「昨年度も同様に区分方式での支援

を行い、支出まで4ヵ月程度要したところである。

昨年度と同様の方式であるため、4ヵ月以内に支

援ができると考えており、スケジュールとして

は今年度内の支出を目標としている。」との答

弁がありました。

次に、福祉保健部関係の「介護サービス施設

等、障害福祉サービス施設等物価高騰緊急支援

事業費」に関し、「物価高騰分の支援は、昨年

の11月にも行っているが、今回の対象施設数が

その時と異なっているのはなぜか。」との質問

に対し、「昨年の11月は食材料費のみの支援で

あったので、食材を提供しない訪問系の施設が

対象から除外されていたためである。」との答

弁がありました。

これに関連し、「食材料費の単価が、昨年度

より上昇しているが、物価高騰によるものか。」

との質問に対し、「令和3年3月と令和6年3月を

比較すると、食材料費の物価高騰率は16.8％に

のぼっており、今回新たに算定したところ、単

価が上昇した。」との答弁がありました。

以上のほか、文教厚生関係補正予算に関し、

熱心な論議が交わされましたが、その詳細につ

いては、この際 省略させていただきます。

以上で、文教厚生分科会の報告といたします。
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委員各位のご賛同をいただきますよう、お願

いいたします。

【宅島委員長】 次に、観光生活建設分科会長の

報告を求めます。

千住観光生活建設分科会長。

【千住観光生活建設分科会長】観光生活建設分

科会の審査結果について、ご報告いたします。

本分科会で審査いたしました案件は、第117号

議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第5

号）」のうち関係部分ほか1件であります。

慎重に審査いたしました結果、議案につきま

してはいずれも異議なく、原案のとおり可決す

べきものと決定されました。

以下、本分科会で論議のありました主な事項

について、ご報告申し上げます。

第117号議案のうち関係部分について、土木部

関係の「国からの内示状況等」に関し、「国へ

要望した結果の内示額により、今回補正予算を

計上していると思うが、要望に対し、どの程度

の内示となっているのか。」との質問に対し、

「要望額 約508億円に対し、内示額は、約251億

円であり、50パーセント近い内示状況となって

いる。」との答弁がありました。

これに対し、「全国の状況と比較すると、ど

うか。」との質問があり、「国が公表している

市町事業も含めた内示額としては、全国18位、

九州2位という状況である。」との答弁がありま

した。

これに対し、「今後も、必要性・緊急性を踏

まえ、しっかりと国へ要望を行ってほしい。」

との意見がありました。

以上のほか、観光生活建設関係補正予算に関

し、熱心な論議が交わされましたが、その詳細

については、この際、省略させていただきます。

以上で、観光生活建設分科会の報告といたし

ます。

委員各位のご賛同をいただきますよう、お願

いいたします。

【宅島委員長】次に、農水経済分科会長の報告

を求めます。

中村一三農水経済分科会長。

【中村（一）農水経済分科会長】農水経済分科

会の審査結果について、ご報告いたします。

本分科会で審査いたしました案件は、第117号

議案「令和6年度長崎県一般会計補正予算（第5

号）」のうち関係部分ほか1件であります。

慎重に審査いたしました結果、議案につきま

しては、いずれも異議なく、原案のとおり可決

すべきものと決定されました。

以下、本分科会で論議のありました主な事項

について、ご報告申し上げます。

まず、第117号議案のうち関係部分について、

産業労働部関係の「事業者向けＬＰガス価格高

騰緊急対策支援事業費」に関し、「飲食店など

で使用される業務用ＬＰガスについて、支援は

どのように行うのか。」との質問に対し、「300

社ほどあるＬＰガス販売事業者が、あらかじめ

値引きした金額で飲食店などの使用事業者に請

求し、その値引きを行った実績を県に報告いた

だき、支給することとしている。」との答弁が

ありました。

次に、水産部関係の「漁業経営セーフティー

ネット活用促進事業費」に関し、「セーフティ

ーネットに加入が見込まれる3,470経営体とはど

のようなものか。」との質問に対し、「2023年

漁業センサスによると、令和5年において県全体

で4,805経営体があり、そのうち、沿岸漁業経営

体で加入が見込まれる経営体数を3,470として予

算計上している。」との答弁がありました。

これに対し、「加入したくてもできない経営

体もあるのか。」との質問に対し、「漁業を辞

めたり、後継者に漁業を引き継がれるために退
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会される方はいるが、加入したくてもできない

経営体について正確な数字は把握できていない。」

との答弁がありました。

次に、農林部関係の「肉用牛経営緊急支援事

業費」に関し、「肉用子牛価格の下落に対する

緊急支援として、約１億6,000万円計上してあり、

四半期ごとの子牛取引価格の全国平均と県平均

の差額の3分の1を支援するとのことだが、各平

均価格はどのような状況か。」との質問に対し、

「今年4月から6月までの第一四半期で、全国平

均54万1,000円に対し、県平均が53万6,000円、

7月から9月までの第二四半期で、全国平均49万

9,000円に対し、県平均が48万3,000円となって

おり、いずれも全国を下回っている。」との答

弁がありました。

これに対し、「本県の子牛価格が全国平均を

下回る要因は何か。」との質問に対し、「繁殖

雌牛の増頭に伴い、肥育牛と比較して、子牛の

出荷頭数が多くなっていることや、本県が肥育

の主産地から遠隔地にあることなど、構造的な

課題が要因となっている。」との答弁がありま

した。

以上のほか、農水経済関係補正予算に関し、

熱心な論議が交わされましたが、その詳細につ

いては、この際、省略させていただきます。

以上で、農水経済分科会の報告といたします。

委員各位のご賛同をいただきますよう、お願

いいたします。

【宅島委員長】以上で、各分科会長の報告が終

了いたしました。

お諮りいたします。

各議案は、質疑、討論を省略し、直ちに採決

することにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【宅島委員長】 ご異議なしと認めます。

よって、直ちに採決いたします。

まず、第117号議案「令和6年度長崎県一般会

計補正予算（第5号）」について採決いたします。

本議案は、各分科会長報告のとおり決するこ

とに賛成の委員の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

【宅島委員長】 起立多数。

よって、第117号議案は、原案のとおり可決す

べきものと決定されました。

次に、その他の議案について、一括して、採

決いたします。

各議案は、各分科会長報告のとおり決するこ

とにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

【宅島委員長】 ご異議なしと認めます。

よって、議案は、それぞれ、原案のとおり可

決すべきものと決定されました。

以上で、本委員会に付託されました議案の審

査は終了いたしました。

それでは、今任期中の予算決算委員会は、本

日が最後になろうかと存じますので、閉会にあ

たりまして、一言、ご挨拶を申し上げます。

本年2月に、予算決算委員会の委員長を仰せつ

かりまして、まきやま副委員長をはじめ、委員

の皆様方、理事者の皆様方のご協力を賜り、円

滑に委員会を運営することができました。

ご承知のとおり、本委員会は、予算議案及び

決算認定議案を審査対象に、常任委員会として

設置され、予算審査に関しましては、令和6年度

当初予算案をはじめ、6月～8月に県内各地で発

生した養殖魚赤潮被害緊急対策等に係る補正予

算案、今定例会において提案された総合経済対

策等に係る補正予算案など予算議案全般につい

て、活発な論議が展開されました。

一方、決算審査に関しましては、予算が議決

の趣旨及び目的に沿って適正かつ効率的に執行

されているか検証し、今後の財政運営及び事業
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実施に当たって 改善すべき事項について審査を

行い、収入未済の縮減や未利用地の有効活用な

ど、決算全般にわたり熱心な論議が交わされま

した。

本県は、厳しい財政状況の中、人口減少問題

をはじめ、多くの課題を抱えております。

また、長引く原油価格や物価の高騰は、県民

の生活に多大な影響を与えております。

このような状況の中、県民生活を支え、県勢

の一層の発展を図っていくためには、行政と議

会が一体となって、予算の重点化・効率化を推

進しながら、的確な施策を推進していくことが

必要であります。

理事者並びに委員の皆様におかれましては、

本委員会における論議も踏まえ、引き続き ご尽

力賜りますようお願い申し上げます。

最後に、皆様方のご健勝をお祈り申し上げま

して、御礼のことばとかえさせていただきます。

誠に、ありがとうございました。

以上をもちまして、予算決算委員会を閉会い

たします。

お疲れさまでした。

― 午前１０時１８分 閉会 ―



予算議案 令和６年度長崎県一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○

令和６年度長崎県県営林特別会計補正予算（第１号） 〇

令和６年度長崎県流域下水道事業会計補正予算（第２号） 〇

   令和６年１１月定例会 予算決算委員会付託議案一覧表

区　分 議案番号 案 件 名

分科会審査

総務
文教
厚生

観光
生活
建設

農水
経済

第117号議案

第118号議案

第119号議案

－１３－



予算決算委員会委員長　　宅島　寿一

１　議　　案

件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審査結果

令和６年度長崎県一般会計補正予算（第４号） 原 案 可 決

令和６年度長崎県港湾施設整備特別会計補正予算（第１
号）

原 案 可 決

令和６年度長崎県流域下水道事業会計補正予算（第１
号）

原 案 可 決

令和６年度長崎県一般会計補正予算（第３号） 承 認

令和６年度長崎県一般会計補正予算（第５号） 原 案 可 決

令和６年度長崎県県営林特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

令和６年度長崎県流域下水道事業会計補正予算（第２
号）

原 案 可 決

計  ７件  (原案可決  ６件・承認  １件）

第 118 号 議 案

第 119 号 議 案

第 93 号 議 案

報 告 第 17 号

第 117 号 議 案

第 94 号 議 案

第 95 号 議 案

番　　号

記

予 算 決 算 委 員 会 審 査 結 果 報 告 書

　本委員会に付託された事件について審査の結果、下記のとおり決定したので報告する。

令和6年12月20日

　　　　議長　　徳永　達也　　様

－１４－
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委    員    長    宅 島 寿 一

副  委  員  長    まきやま 大 和

署 名 委 員    山 口 初 實

署 名 委 員    中 村 一 三

書              記       川  原  孝  行


